
協
同
組
合
と
い
う

虹
の
も
と
、

大
都
市
に
深
く

根
を
張
り
そ
び
え
る

大
樹
の
よ
う
な

Ｊ
Ａ
で

あ
り
た
い

―

2
0
2
3
年

2
9
5
4
月
号

NO.

JAさっぽろコミュニケーションマガジン
「にじのたいじゅ」

今
月
の
特
集

令
和
5
年
度

Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
新
入
職
員
紹
介

14
名
の
新
入
職
員
が

入
組
し
ま
し
た
！

なめこの植菌作業を行う細貝さん（平岸地区組合員）ご夫婦
Photo by SOGA Takahiro
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豊
平
区
中
の
島
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
橋
と
目
と
鼻
の
先
。
住
宅

や
商
業
施
設
が
多
く
立
ち
並
ぶ
こ
の
場
所
で
、
な
め
こ
の
栽
培

が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
野
菜
や
花
の
苗
が
所
狭
し
と
並
ぶ
ハ
ウ

ス
を
訪
ね
る
と
、
細
貝
陽
子
さ
ん
（
平
岸
地
区
組
合
員
）
が
元

気
い
っ
ぱ
い
の
明
る
い
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
た
。“
花
と
き
の

こ
の
ほ
そ
が
い
”
と
し
て
、
直
売
イ
ベ
ン
ト
で
は
知
る
人
ぞ
知

る
生
産
者
の
一
人
だ
。

「
自
宅
の
裏
の
林
で
、
な
め
こ
の
原
木
栽
培
を
し
て
い
る
の
。

90‌

㎝
く
ら
い
の
原
木
が
1
0
0
0
本
く
ら
い
あ
る
か
な
。
今
の

時
期
は
、
植
菌
っ
て
言
っ
て
、
原
木
に
穴
を
開
け
て
菌
を
埋
め

込
む
作
業
を
す
る
ん
だ
よ
ね
」

　
な
め
こ
の
原
木
栽
培
は
、
こ
の
春
に
植
菌
す
る
と
初
め
て
収

穫
で
き
る
の
は
2
～
3
年
後
の
10
月
。
原
木
の
太
さ
に
よ
っ
て

違
い
は
あ
る
が
、
3
～
6
年
は
収
穫
で
き
る
と
い
う
。
春
に
植

菌
す
る
の
は
、
10
月
か
ら
3
月
ま
で
に
伐
採
し
た
木
を
原
木
に

す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
。

「
き
の
こ
は
原
木
の
中
に
菌
が
満
ち
る
と
出
て
く
る
。
木
の
水

分
で
菌
が
増
え
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
か
な
。
収
穫
で
き
る
数
が
少

な
く
な
れ
ば
原
木
の
役
目
は
終
わ
る
け
ど
、
そ
の
後
は
最
高
の

肥
料
に
な
る
の
。
す
ご
く
エ
コ
で
し
ょ
う
？
」

　
植
菌
後
、
湿
度
が
保
た
れ
て
い
れ
ば
収
穫
ま
で
手
間
は
か
か

ら
な
い
と
い
う
な
め
こ
栽
培
。
他
の
野
菜
や
花
の
農
作
業
と
両

立
で
き
る
こ
と
も
細
貝
さ
ん
に
と
っ
て
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
。

「
原
木
栽
培
は
、
味
と
香
り
が
全
然
違
う
の
。
お
味
噌
汁
で
食

べ
る
と
絶
品
！
こ
ん
な
に
美
味
し
い
も
の
が
作
れ
る
っ
て
い
う

こ
と
を
色
ん
な
人
に
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
な
」

　
秋
に
は
、
つ
や
つ
や
と
光
り
輝
く
大
ぶ
り
の
な
め
こ
が
一
斉

に
顔
を
出
す
。
見
る
人
皆
が
歓
声
を
上
げ
る
と
い
う
光
景
を
是

非
ま
た
見
に
訪
れ
た
い
。�

（
2
0
2
3
年
3
月
14
日
　
取
材
）

2023年 4月号 NO.295

Photo by 曽我 孝博
2020 年からフリーランスのフォトグラファー
として主に札幌市内で活動。今年度も引き続
き「虹の大樹」表紙写真の撮影を担当します。

■
今
月
の
表
紙

原
木
栽
培
の
絶
品
「
な
め
こ
」、
春
の
植
菌
作
業
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エ
ラ
イ
ぞ
！
大
豆

私
た
ち
の
毎
日
の
食
事
は

大
豆
な
し
に
は
成
り
立
た
な
い

　
日
本
に
も
世
界
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
豆
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
大
豆
は
別
格

の
存
在
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
大
豆
が
な

け
れ
ば
私
た
ち
の
食
生
活
は
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。

　
大
豆
は
日
本
で
は
弥
生
時
代
こ
ろ
か
ら

栽
培
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
痩
せ
地
で
も
育
ち
、
日
本
全
国
の
風

土
も
選
び
ま
せ
ん
。
豆
と
し
て
食
べ
る
だ

け
で
な
く
、
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る

納
豆
、
豆
腐
、
油
揚
げ
、
き
な
粉
、
豆

乳
、
湯
葉
な
ど
な
ど
…
…
。
若
い
実
を
エ

ダ
マ
メ
と
し
て
も
食
べ
ま
す
し
、
豆
も
や

し
も
お
い
し
い
で
す
。

　
そ
し
て
、
最
も
注
目
す
べ
き
大
豆
製
品

が
み
そ
、
し
ょ
う
ゆ
。
こ
れ
は
塩
と
共
に

日
本
の
食
の
基
本
と
な
る
調
味
料
で
す
。

日
本
人
は
古
来
、
主
食
と
し
て
の
米
や
雑

穀
、
芋
と
共
に
、
知
恵
を
尽
く
し
た
大
豆

加
工
品
に
よ
っ
て
独
自
の
食
文
化
を
紡
い

で
き
た
の
で
す
。

大
豆
と
日
本
文
化

重
要
な
食
品
だ
か
ら
こ
そ

特
別
な
意
味
を
持
っ
て
き
た

　
重
要
な
作
物
だ
か
ら
こ
そ
、
人
々
は
大

豆
に
あ
る
種
の
尊
さ
を
感
じ
て
き
ま
し

た
。
お
せ
ち
料
理
に
黒
豆
を
使
う
の
は

「
今
年
も
ま
め
（
健
康
）
に
暮
ら
せ
る
よ

う
に
」
と
い
う
祈
り
。
節
分
に
は
い
り
大

豆
を
ま
き
、
玄
関
の
魔
よ
け
と
し
て
イ
ワ

シ
と
一
緒
に
大
豆
殻
を
飾
り
ま
す
。
大
豆

の
茎
を
お
正
月
に
飾
っ
た
り
、
か
ま
ど
の

火
お
こ
し
に
使
う
風
習
も
あ
り
ま
す
。

　
10
世
紀
こ
ろ
の
医
学
書
「
医い

心し
ん

方ぼ
う

」
に

は
、
食
中
毒
や
産
後
に
大
豆
の
煮
汁
や
き

な
粉
を
食
べ
る
と
良
い
と
い
う
記
述
も
。

実
際
、
大
豆
の
成
分
に
は
高
血
圧
や
糖
尿

大
　
の
マメ
事
典

な
ん
と
な
く
地
味
だ
け
れ
ど
、

日
本
人
の
食
生
活
に
は
古
来
欠
か
せ
な
い
存
在
─
─
。

そ
れ
が
大
豆
！

私
た
ち
を
支
え
て
き
た
大
豆
の
底
力
に
、
ぜ
ひ
ご
注
目
を
。

監
修
：
国
分
牧
衛
（
農
学
博
士
・
東
北
大
学
名
誉
教
授
）　
イ
ラ
ス
ト
：
服
部
新
一
郎
　

参
考
文
献
：「
ダ
イ
ズ
の
絵
本
」（
国
分
牧
衛
編
／
農
山
漁
村
文
化
協
会
刊
）

種まきから 50 日ほどで薄紫
色の愛らしい花が咲きます。
10 月初旬から 11 月初旬ころ
にかけて収穫時期を迎えます。

私たちの暮らしに欠かせない大豆食品

大豆食品一覧

脱脂加工
大豆

しょうゆ醸造
用に脱脂した
大豆

大豆油
天ぷら油、サ
ラダ油の主成
分。マーガリ
ンの原料にも

脱脂大豆
大豆の油を
取った搾りか
す。家畜の餌
に

いり豆
節分でまかれる
こともあるいっ
た大豆。おや
つ、おつまみに

しょうゆ
大豆・醸造用脱脂加工
大豆などをこうじ菌など
を利用して醸造したもの

きな粉
いった大豆を
粉にしたもの。
お菓子に

みそ
蒸し煮した大豆
と米や大麦をこ
うじ菌で発酵さ
せたもの

納豆
蒸し煮した大豆
を納豆菌で発
酵させたもの

豆腐
豆乳をにがりなどの凝固
剤で固めたもの。固め方
によって木綿豆腐、絹ご
し豆腐、寄せ豆腐などに

湯葉
豆乳を熱したとき
に表面にできる被
膜をすくったもの

豆乳
大豆を水に浸け
て、砕いて熱して
搾った液体。飲み
物や豆腐の原料に

おから
豆乳を取った
搾りかす。おか
らとして食用や
家畜の餌に

煮豆
大豆を煮込んだもの。
海藻や野菜と炊き合
わせることもあります

がんもどき
木綿豆腐を崩して水切り
し、ヤマノイモをすりおろ
し、野菜、海藻などを入れ
て丸め、油で揚げたもの

凍り豆腐
豆腐を凍らせて
解凍・脱水した
もの。高野豆腐、
凍み豆腐とも

油揚げ
木綿豆腐を薄く
切って脱水し、
油で揚げたもの

焼き豆腐
硬めの木綿豆腐
を水切りして、焼
いて焼き目を付
けたもの

生揚げ
木綿豆腐を水切
りしてから高温で
揚げたもの。厚
揚げともいう

エダマメ
（若い大豆）

大豆もやし
（芽が出た大豆）大豆
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食
用
油
や
家
畜
飼
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、
昨
今
で
は
他
国
の
戦
乱
に

よ
り
流
通
が
途
絶
え
た
地
域
で
は
困
難
も

あ
り
ま
し
た
。
日
本
で
も
良
質
の
大
豆
が

入
ら
ず
、
し
ょ
う
ゆ
醸
造
を
や
め
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
会
社
も
あ
り
ま
す
。

大
豆
の
種
類
は
膨
大

知
名
度
の
高
い
も
の
だ
け
で
な
く

地
域
の
伝
統
種
も
さ
ま
ざ
ま

　
一
言
で
大
豆
と
呼
ん
で
も
、
実
は
そ
の

種
類
は
非
常
に
多
様
で
す
。
何
し
ろ
日
本

で
1
0
0
0
年
以
上
栽
培
さ
れ
て
き
た
の

で
す
か
ら
。
そ
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
地

域
の
条
件
に
即
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
品
種
が

生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
数
え
切
れ
な
い
品
種
を
大
き
く
分
け
る

と
、
ま
ず
色
。
私
た
ち
が
大
豆
と
し
て
思

い
浮
か
べ
る
ク
リ
ー
ム
色
の
品
種
に
は
、

煮
豆
や
豆
腐
、
し
ょ
う
ゆ
、
エ
ダ
マ
メ
に

向
く
も
の
が
あ
り
ま
す
。
小
粒
の
品
種
は

豆
も
や
し
や
納
豆
に
さ
れ
ま
す
。
ま
た
丹

波
黒
な
ど
黒
い
大
豆
は
煮
豆
や
甘
納
豆

に
。
茶
豆
は
エ
ダ
マ
メ
と
し
て
人
気
で

す
。
青
い
豆
も
ゆ
で
て
塩
豆
に
し
た
り
、

き
な
粉
に
し
た
り
。
用
途
は
限
定
さ
れ
て

は
い
ま
せ
ん
が
、
一
番
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
る
方
法
を
そ
の
土
地
土
地
で
考
え
て
き

た
結
果
と
し
て
の
伝
統
食
で
し
ょ
う
。

　
大
豆
の
原
種
は
山
や
野
原
に
今
も
自
生

す
る
ツ
ル
マ
メ
と
い
う
植
物
で
す
。
お
い

し
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
も
し
も
見
つ

け
た
ら
、
そ
の
小
さ
な
黒
い
豆
を
食
べ
て

み
る
の
も
楽
し
い
か
も
！？

個
分
と
同
じ
タ
ン
パ
ク
質
を
含
ん
で
い
る

の
で
す
。
必
須
ア
ミ
ノ
酸
を
数
多
く
含

み
、
レ
シ
チ
ン
、
サ
ポ
ニ
ン
、
イ
ソ
フ
ラ

ボ
ン
な
ど
体
に
良
い
と
さ
れ
る
機
能
性
物

質
も
豊
富
。
さ
ら
に
大
豆
油
に
も
す
る
ほ

ど
脂
肪
分
は
多
く
、
人
間
が
生
き
る
の
に

必
要
な
三
大
栄
養
素
中
、
足
り
な
い
の
は

炭
水
化
物
だ
け
。

　
そ
こ
を
助
け
る
の
が
米
で
す
。
炭
水
化

物
主
体
の
米
と
、
み
そ
、
納
豆
、
豆
腐
な

ど
の
大
豆
加
工
品
を
一
緒
に
食
べ
る
─

─
。
こ
れ
は
ま
さ
に
理
想
的
な
組
み
合
わ

せ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

世
界
で
活
躍
す
る
大
豆

伝
統
食
や
飼
料
、
食
用
油
…
 … 

大
豆
流
通
は
世
界
の
イ
ン
フ
ラ
に

　
古
代
に
ア
ジ
ア
で
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る

大
豆
栽
培
は
、
今
や
世
界
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
だ
け
役
立
つ
作
物
だ
っ
た
か

ら
で
す
。

　
東
南
ア
ジ
ア
で
は
、
納
豆
に
似
た
各
種

の
発
酵
食
品
が
伝
統
食
と
し
て
今
も
日
常

で
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
豆
腐
、
み

そ
、
し
ょ
う
ゆ
も
世
界
各
国
で
手
に
入

り
、
多
く
の
人
が
楽
し
む
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
産
地
も
世
界
に
広
が
り
ま

し
た
。
現
在
、
最
も
多
く
栽
培
し
て
い
る

の
は
ブ
ラ
ジ
ル
、
次
い
で
米
国
。
多
く
は

病
な
ど
を
防
ぐ
効
果
が
あ
る
こ
と
も
分

か
っ
て
い
ま
す
。

　
田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
で
手
を
か
け
ず
と
も
育

つ
大
豆
は
、
自
家
製
の
み
そ
や
し
ょ
う
ゆ

な
ど
に
加
工
さ
れ
、
人
々
の
健
康
を
支
え

て
き
ま
し
た
。
近
年
は
都
市
部
で
も
み
そ

造
り
や
の
納
豆
作
り
が
ブ
ー
ム
。
大
豆
の

魅
力
が
あ
ら
た
め
て
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
豆
の
栄
養
と
は
？

米
と
の
組
み
合
わ
せ
で

完
璧
な
バ
ラ
ン
ス
に

　
大
豆
は
「
畑
の
肉
」
と
も
い
わ
れ
る
通

り
、
タ
ン
パ
ク
質
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
豆
腐
わ
ず
か
3
分
の
1
丁
で
卵
1

豚肉
（ひき肉）

小麦粉
（中力 2等）

精白米
（うるち）

大豆
（国産・乾燥）

資料：文部科学省「日本食品標準成分表 2020 年版（八訂）」

0 2010 4030 6050 8070 10090

水分灰分脂質炭水化物タンパク質

可食部 100g 当たりの主要成分割合

大豆の品種と用途

インドネシア発祥のテンペ
（右）と、タイやラオスなど
で親しまれているトゥアナ
オ。どちらも大豆発酵食品。

フクユタカ
納豆、みそ、煮豆、
しょうゆなどに使わ
れる代表的な品種。

信濃青豆
エダマメやきな粉
に加工されます。

丹波黒
おせち料理の煮豆
に欠かせません。

ツルマメ
野生種。北海道を
除く日本全土に自
生しています。

納豆小粒
豆が小さく主に納
豆に加工されます。
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3
月
14
日
（
火
）、
女
性
部
篠
路
支
部

（
嶋
知
子
支
部
長
）
で
は
、
篠
路
支
店
会
議

室
に
て
　
部
員
12
名
が
参
加
し
3
年
振
り
の

生
活
工
夫
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
毎
年
総
会
時
に
行
な
っ
て
い
る
生
活
工
夫

展
は
、
篠
路
農
協
時
代
か
ら
女
性
部
の
間
で

受
け
継
が
れ
る
伝
統
行
事
。
部
員
が
手
作
り

作
品
を
持
ち
寄
っ
て
参
加
者
投
票
を
行
な

い
、「
衣
・
食
・
住
」
の
部
門
ご
と
に
、
金

賞
・
銀
賞
・
銅
賞
を
発
表
し
ま
す
。
今
年
は

合
計
23
作
品
が
出
展
さ
れ
、
着
物
や
ジ
ー
ン

ズ
を
リ
メ
イ
ク
し
た
衣
類
や
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

作
品
な
ど
が
並
ん
だ
ほ
か
、
多
種
多
様
な
ア

イ
デ
ア
料
理
の
試
食
審
査
も
実
施
。
趣
向
を

　
1
月
20
日
（
金
）、
青
年
部
厚
別

支
部
（
小
林
智
行
支
部
長
）
で
は
、

女
性
部
厚
別
支
部
の
竹
葉
会
、
職
員

と
の
交
流
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
毎
年
恒
例
だ
っ

た
交
流
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
も
、
今
回

の
開
催
は
3
年
ぶ
り
。
青
年
部
員
16

名
、
竹
葉
会
員
4
名
、
職
員
12
名
の

合
計
32
名
が
参
加
し
、
親
睦
を
図
り

な
が
ら
2
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し

た
。
ゲ
ー
ム
終
了
後
に
は
、
団
体
賞

と
個
人
賞
を
表
彰
。
個
人
の
部
（
男

性
）
は
青
年
部
の
殿
山
哲
也
さ
ん
、

個
人
の
部
（
女
性
）
は
青
山
穂
波
職

員
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
の
栄
冠
に
輝

き
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

�

（
佐
々
木
特
派
員
）

凝
ら
し
た
作
品
の
数
々
に
、
出
席
し
た
皆
さ

ん
は
投
票
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
結

果
発
表
で
は
、
渡
邉
統
括
支
店
長
か
ら
受
賞

さ
れ
た
方
へ
豪
華
賞
品
が
手
渡
さ
れ
、
会
場

は
盛
大
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
嶋
支
部
長
は
、「
篠
路
農
協
時
代
か
ら
先

輩
達
が
残
し
て
く
れ
た
伝
統
行
事
。
部
員
同

士
の
仲
を
深
め
る
行
事
で
も
あ
り
こ
れ
か
ら

も
残
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 女性部篠路支部の皆さん

女
性
部
篠
路
支
部

篠
路
農
協
時
代
か
ら

女
性
部
に
伝
わ
る

生
活
工
夫
展
を
開
催

青
年
部
厚
別
支
部

竹
葉
会
・
職
員
と
親
睦
図
る

3
年
ぶ
り
の
交
流

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催

衣の部　金賞
Gパンリメイクエプロン

食の部　金賞
豆腐とカニカマの中華風卵とじ

住の部　金賞
簡単切り絵

久しぶりのボウリングを
楽しんだ厚別支部の青年
部・竹葉会の皆さん

組
合
員

組
合
員
さ
ん
の

さ
ん
の

活
動
活
動
をを
紹
介
紹
介
し
ま
す

し
ま
す
！！

JA SAPPORO NIJI-NO TAIJYU  2023-04 10



伝言板伝言板 vol.295

JA info rmation 

理
事
会
だ
よ
り

第
11
回
定
例
理
事
会

　
令
和
5
年
2
月
28
日
（
火
）
午
後
1
時
00
分
よ

り
本
店
役
員
会
議
室
に
お
い
て
第
11
回
定
例
理
事

会
が
開
催
さ
れ
た
。

●
監
事
会
報
告
事
項

1
、�令
和
4
年
度
下
期
随
時
監
査
報
告

●
協
議
事
項

1
、�Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
・
Ｊ
Ａ
い
し
か
り
合
併
委
員
会
の

委
員
選
任
に
つ
い
て

　

合
併
契
約
書
の
第
4
条
（
合
併
委
員
会
）
に
基
づ

き
、
合
併
委
員
会
に
お
け
る
当
組
合
か
ら
の
構
成
員

は
、
理
事
20
名
、
監
事
7
名
（
現
役
員
全
員
）
を
選
任

し
た
い
旨
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

2
、�農
業
協
同
組
合
検
査
指
摘
事
項
に
係
る
回
答
に
つ

い
て

　

令
和
4
年
7
月
31
日
を
基
準
日
と
し
た
北
海
道
の
常

例
検
査
に
お
い
て
指
摘
事
項
と
な
っ
た
項
目
に
対
す

る
、
令
和
4
年
度
に
お
け
る
改
善
状
況
等
が
説
明
さ

れ
、
可
決
決
定
。

3
、�令
和
5
年
度
内
部
監
査
等
実
施
計
画
（
案
）
に
つ

い
て

　

令
和
5
年
度
実
施
予
定
の
内
部
監
査
計
画
概
要
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

4
、�第
5
次
中
期
3
ヵ
年
経
営
計
画
令
和
5
年
度
本
店

行
動
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

令
和
5
年
度
に
お
け
る
本
店
行
動
計
画
の
内
容
に
つ

い
て
、
重
点
施
策
、
実
施
項
目
、
具
体
的
取
組
等
を
中

心
に
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

5
、�令
和
5
年
度
事
業
計
画
（
文
書
編
・
数
値
編
）
に

つ
い
て

　

令
和
5
年
度
の
経
営
管
理
方
針
、
各
部
門
の
事
業
方

針
、
実
施
方
策
、
事
業
量
取
扱
高
計
画
、
事
業
収
支
計

画
が
詳
細
に
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

6
、�『
就
業
規
程
』
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

賃
貸
住
宅
管
理
業
務
体
制
の
再
構
築
に
伴
い
、
相
談

部
資
産
管
理
課
の
勤
務
時
間
を
一
部
改
正
す
る
旨
、
及

び
経
済
部
門
の
合
理
化
に
伴
い
、
現
在
の
勤
務
時
間
シ

フ
ト
に
お
い
て
業
務
の
一
部
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る

事
か
ら
、
経
済
部
の
勤
務
時
間
を
一
部
改
正
す
る
旨
が

説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

7
、�『
給
与
規
程
』
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

組
合
の
永
続
的
発
展
と
人
材
育
成
、
更
に
は
管
理
3

等
級
以
下
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を
勘
案
し
た

役
職
位
の
新
設
で
あ
る
旨
が
説
明
さ
れ
、
可
決
決
定
。

●
報
告
事
項

1
、�役
員
推
薦
会
議
か
ら
の
推
薦
内
容
報
告

2
、�「
臨
時
総
代
会
決
議
通
知
書
」
の
発
送
に
つ
い
て

3
、�支
店
統
合
に
伴
う
人
事
異
動
の
内
示
に
つ
い
て

（
白
石
地
区
、
豊
平
地
区
）

4
、�令
和
5
年
度
役
職
員
研
修
計
画
に
つ
い
て

5
、�1
月
末
財
務
状
況
報
告

6
、�1
月
末
組
合
員
加
入
、
脱
退
状
況
報
告

7
、�2
月
の
動
静
と
3
月
の
予
定
に
つ
い
て

8
、��臨
時
地
区
別
懇
談
会
に
お
け
る
主
な
意
見
・
要
望

の
広
報
誌
掲
載
に
つ
い
て

9
、�Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ
・
Ｊ
Ａ
い
し
か
り
合
併
推
進
委
員

会
第
6
回
会
議
報
告
に
つ
い
て

10
、�固
定
資
産
（
遊
休
資
産
）
の
処
分
の
経
過
報
告
に

つ
い
て

�

（
閉
会
・
午
後
4
時
28
分
）

クールビズのお知らせクールビズのお知らせ
実施期間　5月 1日（月）～ 9 月 30日（土）
期間中、当ＪＡ職員は軽装にて執務させていただきます。

地球温暖化対策および節電の取り組みのため、
何卒ご協力とご理解をお願いいたします。

SDG７
エネルギーをみんなに
そしてクリーンに
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 ＪＡさっぽろDATA 令和5年2月末業務実績 令和5年1月末業務実績

組合員数
正組合員 3,465名 3,472名
准組合員 31,767名 31,770名

合　計 35,232名 35,242名
出資金残高 67億7千5百万円 67億7千2百万円
販売取扱高 16億9千2百万円 15億5千1百万円
購買供給高 9億1千5百万円 8億2千1百万円
貯金残高 3,425億5千7百万円 3,432億1千万円
融資残高 866億6千4百万円 864億6千1百万円
共済保有高 5,923億2千9百万円 5,917億6千2百万円
施設建設取扱高 4億3千1百万円 4億3千1百万円
管理受託戸数 4,610戸 4,610戸
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